























































The Empirical Research of the Difference between the Realities of 
Home Trainings and the School Teachers’ Recognizing of Them



































































（総計 214 人）、生徒（総計 282 人）、および、児
童生徒と同居している父母祖父母（回答数が対象









中学２年 194（同 68.8%）、父親 222（平均年齢
43.6 歳）、母親 296（同 41.6）、祖父 76（同 71.4）、
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叱 ら れ な
かった
４. まった
く 叱 ら れ
なかった
総数（人）
祖父母 7.0% 24.6% 47.4% 17.5% 171
父母 14.8% 41.6% 34.1% 6.8% 513
子ども 16.7% 40.8% 30.8% 8.2% 390
（表２）子どもの頃　母親によく叱られたか




3. あ ま り
叱 ら れ な
かった
4. ま っ た
く 叱 ら れ
なかった
総数（人）
祖父母 8.1% 35.8% 38.2% 16.2% 173
父母 24.6% 46.7% 24.6% 3.3% 512




















































３ . あ ま り
叱 ら な い
（ 叱 ら な か
った）
４ . ま っ た
く叱らない
（ 叱 ら な か
った）
総数
祖父  5.3% 47.4% 42.1% 3.9%  76
父親 23.4% 58.2% 15.6% 2.8% 218
祖母 21.8% 54.4% 20.8% 1.0% 101



































3. あ ま り






祖父母 5.6% 46.9% 35.8% 7.4% 162
父母 6.9% 43.4% 36.7% 10.2% 509







3. あ ま り






祖父母 15.6% 52.6% 24.9% 4.6% 173
父母 12.1% 56.9% 24.5% 5.1% 511




（祖父母 414、父母 2278、子ども 1352）
（表６）自分の子どもをほめたか
１ . よ く あ
る（あった）
２. ときどき
あ る（ あ っ
た）







祖父 12.5% 72.2% 13.9% 1.4% 72
父親 28.0% 60.0% 11.5% 0.0% 218
祖母 30.0% 58.0% 10.0% 1.0% 100


































（祖父 177、祖母 264、父親 1098、母親 1229）
（表７）父親を見習おうと思ったか




3. あ ま り
なかった
4. ま っ た
く な か っ
た
総数
祖父母 20.1% 40.3% 27.7%  8.8% 159
父母 11.0% 37.1% 32.9% 17.2% 501










く な か っ
た
総数
祖父母 35.6% 35.5% 19.9% 6.6% 166
父母 17.1% 44.0% 26.6% 10.3% 504




























2000 年調査のときの平均年齢は、父親 44.2 歳 ､
















きてきたわけである。昭和 45 年（1970 年）前後
（図 12）母親を見習おうと思ったか（2000 年調査）





２ . あ る 程
度は思った
３. あまり
思 わ な か
った
４. まった
く 思 わ な
かった
総数
祖父母 14.2% 44.3% 33.5% 5.7% 176
父母 8.8% 38.4% 34.1% 15.6% 513
子ども 27.4% 48.0% 16.2% 7.6% 394
（５. その他は省略）
（図 13）親になったら自分の親のようになりたいと思っ
　　　   たか（同上）
（図 14）親になったら自分の親のようになりたいと思っ
　　　   たか（2000 年調査、同上〉




































































































4. ま っ た
く 叱 ら な
かった
実数
父親 23.4% 58.2% 15.6% 2.8% 218
母親 49.3% 44.2% 4.8% 1.0% 294
祖父 5.3% 47.4% 42.1% 3.9% 76
祖母 21.8% 54.4% 20.8% 1.0% 101
（５. その他は省略）
（表 11）親が子どもを「叱る」ことついての教師の認識
１ . よ く 叱
っ て い る
（ 叱 っ た ）
と思う
２. ときどき




叱 ら な い
（叱らなか
っ た ） と
思う
４. まった





父親  3.6% 38.1% 55.9% 1.2%
85
母親 45.2% 42.9% 10.7% 0.0%
祖父 19.0% 45.3% 33.3% 1.2%
祖母 48.2% 40.0% 10.6% 1.2%
（５. その他は省略）
（図 19）親が子どもを「叱る」ことについての家庭の実
　　　   態と教師の認識
（図 20）現在の父母が「子どもを叱らない」と考えてい
る教師の割合（教職経験年数による比較。20 年未満 41















































言葉遣いが悪いと 95.8% 68.2% 27.6　
電車などでさわがしくすると 97.0% 72.7% 24.3　
遊んで散らかしたままだと 96.7% 83.3% 13.4　
人をバカにすると 98.4% 86.1% 12.3　
宿題をやらないと 87.8% 91.0% － 3.2　
友だちなどを叩いたりすると 96.8% 95.4% 1.4　
わがままを言うと 95.2% 95.5% － 0.3　








4. ま っ た
く ほ め な
かった
実数
父親 28.0% 60.0% 11.5% 0.0% 218
母親 47.4% 48.2% 3.8% 0.3% 289
祖父 12.5% 72.2% 13.9% 1.4% 72







2. と き ど き





め な か っ
た）と思う
4. ま っ た





父親 2.4% 53.5% 41.7% 1.2%
85
母親 3.6% 59.5% 34.5% 1.2%
祖父 3.6% 39.3% 52.3% 3.6%










































































































人中の 14.2%、父母世代（同）4976 人中の 15.3%、
子ども世代 2477 人中の 14.8% で、三世代ともほ
とんど同じだが、「友だちの誰か」を選択してい




























父母 60 代 508 人中 20.3%、父母 40 代 2612 人中
28.5% に対して、高校 2 年生 922 人中 49.9%、中















































































































　　　１ ｢ 言うことを聞け！ ｣、｢ 家から出ていけ！ ｣ など、親の命令にしたがわせる叱り方　　
　　　２ ｢ みっともない ｣、｢ 人に笑われるぞ！ ｣ など、人の目をもちだす叱り方
　　　３ ｢ △年生にもなって！ ｣、｢ お兄ちゃんでしょ！ ｣ など、年齢や立場をもちだす叱り方　　
　　　４ ｢ △△におこられるよ！ ｣ など、こわそうな人をもちだす叱り方
　　　５ ｢ がまんしろ！ ｣、「泣くな！ ｣ など、子どもにがまんを求める叱り方　　
　　　６ ｢ △△ちゃんを見てごらん！ ｣、｢ みんなはできるぞ ｣ など、他人とくらべる叱り方
　　　７ ｢ 社会に出て通用しないぞ！ ｣、｢ いつか困るぞ！ ｣ など、子どもの将来を問題にする叱り方　
　　　８ ｢ もっと素直になりなさい！ ｣、｢ 思いやりが足りない！ ｣ など、子どもの性格を問題にする叱り方　
　　　９ ｢ 自分も同じことをされたらイヤでしょ！ ｣ など、人の気持ちに目を向かせる叱り方　
　　　10 ｢ 子どもとはいえ……｣、｢ 人というのは……｣、｢ 勇気とは……｣ など、正しいやり方を示す叱り方
問４　あなたは、子どもの頃（幼児期から 14 歳あたりまでの間で）、親から何かでほめられたことがありましたか。















　　　１ 父親、２ 母親、３ おじいさん、４ おばあさん、５ 兄弟姉妹、６ 友人、７ 学校の先生、８ その他の人
　　　 （　　　　　　）、９ 一人で解決していた 、10 そういう悩みはなかった
問８　あなたは、小・中学生の頃、自分が母親になったら自分の母親のようになりたいと思ったことはありますか。
　　　１ つよく思った、２ ある程度は思った、３ あまり思わなかった、４ まったく思わなかった、５ その他
　　　 （　 　　　    ）
問９　あなたは、自分の子どもを（幼児期から１４歳あたりまでの間で）叱ることがありましたか。 










問 12　あなたは、自分の子どもを（幼児期から 14 歳あたりまでで）何かでほめたということがありますか。
　　　１ よくある、２ ときどきはある、３ あまりない、４ まったくない、５ その他（ 　　　　  　）














【教師用】　父母祖父母用の問９、問 10、問 12、問 14 について父母世代と祖父母世代を別々に問い、問７（児童生徒
の悩み相談相手）と年齢および勤務年数の問いが加わっている。ただし、表現はつぎのようになっている。「いま担当
している児童の親は、全体的な傾向として、子どもをよく叱っている、と思いますか」「どのようなことがらについて
親は子どもを叱っていると思いますか。想像でけっこうです」（他、同様）。
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